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第 6 次法吉地区地域福祉活動計画 

（ 期間:令和 6 年 4 月～令和 1１年 3 月 ） 

 

法吉地区社会福祉協議会 

       会長  平田 寛容 

      法吉公民館 

       館長  若林 三成 

 

1. はじめに 

法吉地区社会福祉協議会では、平成 31 年度に策定した「第 5 次法吉地区地域福祉活動

計画」の活動期間満了に伴い、この度、令和 6 年度から令和 10 年度の 5 年間の活動計画

とする「第 6 次法吉地区地域福祉活動計画」を策定しました。策定にあたり、令和５年 6

月に「第 6 次法吉地区地域福祉活動計画策定委員会」を立ち上げました。 

 

私たちが生活する地域でも、急激に少子高齢化・核家族化が進み、家族関係や地域社会

における人と人とのつながりが薄れ、将来への不安や様々な生活課題・福祉課題を抱える

人々が増加しています。一方、令和 6 年 1 月能登半島地震などに見えてくる、避難生活・

安否確認・生活再建など、これまで以上に地域での「絆（結びつき）」を深め、支え合う仕

組みづくりに一層取り組んでいくことが大切であると感じました。 

  策定委員会では、数次にわたる会議・検討を重ね、第 5 次法吉地区地域福祉活動計画に

基づく活動計画の評価を行うとともに、ワークショップを通して、松江市地域福祉計画等

で示された行政施策、また、「社会的弱者への支援・次世代づくり・多文化共生社会の創造」

といった新しい視点を盛り込んで「第 6 次法吉地区地域福祉活動計画」を策定しました。 

今後 5 年間、この計画に基づいて事業を展開し、実現に向けて、地域住民の参画と協働

による「みんなで紡ぐ法吉の福祉」をスローガンに力を合わせて取り組んでいきます。 

 

2. 法吉地区の概要 

法吉地区は中心市街地にも比較的に近く、幹線道路の整備も進んできました。スーパーマ

ーケットや小売店、金融機関、医療施設、福祉施設も整備され、日常生活は便利になってい

ます。また、教育環境にも恵まれ、近年は保育所、子ども園も増えてきました。 

ただ、朝夕のラッシュ時には幹線道路の込み具合は増していることや地域の交通手段には

さらに改善が望まれます。 

法吉地区の高齢者の人口に占める割合（高齢化率）は、23.4％（令和 6 年 1 月現在）で

市内でも低くはなっていますが、自治会によっては松江市の平均を超えている地域もあり、

高齢化は着実に進んでいます。 

１世帯当たりの人口は 2.23 人で松江市の平均値 2.1３人よりも高く、令和６年 1 月現

在、人口 12,２０９人、5,46９世帯 18 自治会となっています。 

地区内には、まちづくり協議会、地区社会福祉協議会、地区自治会連合会、地区体育協会

など住民による多くの地域団体が設立され、それぞれの機能を発揮し、より活発な地域活動

が続いています。 
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3. 第 5 次法吉地区地域福祉活動計画の評価 

「だれもが支え合う地域共生社会の実現をめざして」のスローガンのもと、5 年間の活動 

終了にあたり、次期計画の礎となる総括をしました。 

 

      基本 6 項目の主活動 

① 元気で長生き        具体的取り組み 4 事業  (うち新規 1 事業) 

② 安全・安心な地域づくり      〃    3 事業  (うち新規 1 事業) 

③ 困難を抱える人の支援       〃    3 事業  (うち新規 2 事業) 

④ 健やかで優しい法吉の子      〃    4 事業  (うち新規 1 事業) 

⑤ 三世代交流            〃    2 事業  (うち新規 1 事業) 

⑥ 知ろう、学ぼう、広めよう     〃    9 事業  (うち新規 5 事業) 

について、新規 11 事業を含み、25 事業に精力的に取り組みました。 

 

    平成 31 年(2019 年)より、順調に推移する予定でしたが、新型コロナウィルス感染症が世

界的に蔓延し、日本でも感染者拡大が続き様々な感染対策はもとより、社会的制約、制限が行

われました。この未曾有な災害により経済は低迷し、同症により多数の死亡者があり、本当に

不安な日々を過ごしてきました。新型コロナウィルスワクチンの接種、様々な感染対策によ

り、令和 5 年 5 月より、新型コロナウィルス感染症が第 5 類感染症に変更になり、各種制約

も緩和になり、社会生活も徐々に復活してきました。 

本計画もこうした状況の中、関係各位の協力のもと、計画実施は概ね合格点であったと思いま 

す。 

  

＊実現した新規事業 

 安全・安心マップの作成    →安全マップ＆福祉マップ作成し、全戸配布済 

 社会福祉施設との連携     →社会福祉法人・学校法人と連携 

 多文化共生社会理解の為の研修 →「春よ来い to ほっき」令和 5 年 3 月 18 日(土)開催 

 健康講座→手話講座＆認知症理解の為の研修会＆あいサポート研修会の開催 

 移動手段の研究        →社会福祉法人みずうみと連携 

 

＊実現できなかった新規事業 

 「法吉農園」の設立→農地及び、運営スタッフの確保が困難であった 

 「健康体操・スポーツシリーズ紙」発行→検討したが、実現不可 

  

＊特筆項目として 

 「ほっき福祉ネットワーク」の設立と各種事業展開が予定通り実施 

 「ほっき健康福祉まつり」の拡充開催で、松江総合医療専門学校の全面的協力もあり 

 来賓に丸山祐子県知事令夫人をお迎えし、盛大に開催出来た 

 

 

 



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほっき健康福祉まつり 

ほっき福祉ネットワーク研修会 

まかせて会員・福祉関係者合同研修会 

多文化共生事業「春よ来いｔo ほっき」 

４. 取組事例 
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５．第 6 次法吉地区地域福祉活動計画 概要 

 第 5 次実績を踏まえて、第 6 次計画を策定しました。概要をお示しします。 

 基本目標を、下記 4 項目と定め、進めるべき方策を計画しました。 

  ☆全世代交流を推進する 

  ☆見守り・支え合いの充実を図る 

  ☆健康づくりの増進と参加促進 

  ☆情報活用・各種研修の充実を図る 

 ＊基本目標毎の新規事業 

  ☆全世代交流を推進する 

   ①物づくり体験イベント開催  ②小、中、高生の福祉事業参加促進・障がい者との交流推進 

    ③大学・専門学校との連携強化 ④全世代交流会の開催・多文化共生事業開催 

⑤松北ブロックの社協・公民館協働連携事業実施 

⑥公民館、地区社協イベント参加促進(日程等考慮) 

⑦歩いて行ける場、拠点づくり・ウォーキングマップの改正 

⑧「だれでも食堂ほっき」開設・運営 

 ☆見守り・支え合いの充実を図る 

   ①孤立・孤独の支援についての検討 

   ②SDGS の推進 

 ☆健康づくりの増進と参加促進 

   ①運動習慣の定着とウォーキングマップの作成 

   ②からだ元気塾魅力アップの為の支援 

   ③ボランティアニーズの把握と情報提供及びマッチングを図る 

   ④栄養教室、料理教室の開催(減塩、糖分過多、カロリー等啓発) 

⑤高血圧対策の促進、特定健診の推進 

⑥西学校給食センター(比津町)との連携 

 ☆情報活用・各種研修の充実を図る 

①SNS での、地区子育て情報等の発信[スクールメール含む]検討 

②「くらしの便利帳」(ひとめで判るもの)改訂版検討 

③障がい理解講座開催 

④デジタル・ICT の活用推進 

 

６．第 6 次法吉地区地域福祉活動計画策定に向けての策定委員会・会議開催状況 

  策定委員会並びに事務局会議を精力的に開催し、協議を重ねてまいりました。 

【策定委員会】                         【事務局会議】 

[1]R5 6/ 2(金)    [2]R5 8/18(金)        [1]R5 5/ 30(火)   [2]R5 6/7(水)  

 [3]R5 10/2(月)  [4]R5 11/13(月)      [3]R5 6/２0(火)   [4]R5 9/29(金) 

[5]R6 2/22(木)                [5]R511/２(金)    [6]R6 1/ 9 日(火) 

  [7]R６ 1/19(金)   [8]R6１/２3 日(火) 

 [9]R６ 2/19 (月)   [10]R６ 2/28(水) 

 



区　分 事　業　主　体 支　援　団　体 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 備　　　考

① 「生きがい対策事業」との連携「生涯現役講話や発表会」開催 （拡充） 地区社協 ・運協

② なごやか寄り合いの支援と拡充並びに広報の充実 （拡充） 地区社協・福祉推進員・民児協 市社協

③ 「高齢者クラブ」との連携促進 （継続） 高齢者クラブ 地区社協

④  社会福祉施設・幼稚園・保育所との連携促進 （拡充） 地区社協

⑤ 大人と子どもの交流事業・若者世代の活躍の場づくり （拡充） 地区社協・ 自治連・運協 生きがい事業実行委員会

⑥ 物作り体験イベント開催 （新規） 青少協・地区社協 体協

⑦ 小、中、高生の福祉事業参加促進・障がい者との交流推進 （新規） 地区社協 各学校・青少協

⑧ 大学・専門学校との連携強化 （新規） 地区社協 大学・専門学校

⑨ 全世代交流会の開催・多文化共生事業開催 （新規） 地区社協・ 自治連・運協 松江市

⑩ 松北ブロックの社協・公民館協働連携事業実施 （新規） 地区社協・公民館 松江市・市社協

⑪ 公民館、地区社協イベント参加促進(日程等考慮) （新規） 地区社協・公民館

⑫ 歩いて行ける場、拠点づくり・ウォーキングマップの改正 （新規） 社会福祉施設・地区社協

⑬ 「ほっき福祉ネットワーク」との協働促進 （拡充） ほっき福祉ネットワーク 地区社協

⑭ 「だれでも食堂ほっき」開設・運営 （新規） 地区社協・公民館 関係団体

① 支え合い「向う三軒両隣り」の拡充 （継続） 地区社協

② 第2次法吉地区災害時支援事業の拡充 （拡充） 地区社協・自治連 民児協・福祉推進員

③ 地区防災訓練・災害対策本部への参加連携 （拡充） 自治連・地区社協

④ 自治会連合会との連携強化 （拡充） 地区社協・自治連

⑤ 「あったかスクラム法吉親の会」活動の継続支援 （継続） 親の会 地区社協

⑥ 「子ども広場」の支援継続 （継続） 子ども広場 実行委員会 地区社協

⑦ 孤立、孤独支援についての検討 （新規） 地区社協・福祉推進員・民児協

⑧ ＳＤＧＳの推進 （新規） 地区社協・公民館

① 運動習慣の定着とウォーキングマップの作成 （新規） 地区社協

② 健康まつえ21推進隊活動強化・るるくる活動の拡充を図る （拡充） 健康まつえ21推進隊
・地区社協

③ からだ元気塾魅力アップの為の支援 （新規） 松江市 地区社協・公民館

④ ボランティアニーズの把握と情報提供及びマッチングを図る （新規） 地区社協

⑤ 「ほっき健康福祉まつり」参加促進 （拡充） 実行委員会 地区社協

⑥ 栄養教室、料理教室の開催(減塩、糖分過多、カロリー等啓発) （新規） 地区社協・健康福祉部 食生活改善推進員

⑦ 高血圧対策の促進、特定健診の推進 （新規） 地区社協 松江市

⑧ 西学校給食センターとの連携 （新規） 地区社協・公民館 松江市

① 学習支援事業及び子育て支援事業の継続 （継続） 寺子屋・幼児支援団体 地区社協・保健師

② 多文化共生社会理解のための研修会、講習会開催 （継続） 地区社協・運協

③ まかせて会員研修会の充実 （拡充） 地区社協・自治連

④ 「認知症」対策・「介護予防事業」の取組推進 （継続） 地区社協 松江市

⑤ 「なごやか寄り合い情報紙」(いきいきマップほっき)発行 （継続） 福祉推進員・地区社協

⑥ ＳＮＳでの、地区子育て情報等の発信(スクールメール含む)検討 （新規） 地区社協

⑦ 「くらしの便利帳」(ひとめで判るもの)改訂版検討 （新規） 地区社協・ 自治連・運協

⑧ 障がい理解講座開催 （新規） 地区社協

⑨ デジタル・ＩＣＴの活用推進 （新規） 地区社協・公民館

⑩ 会報「ほっき福祉」の充実 （継続） 地区社協
福祉推進員

なごやか寄り合い

     　　第6次法吉地区地域福祉活動計画表

情報活用・各種研修の充実を図る

全世代交流を推進する

健康づくりの増進と参加促進

基　　　本　　　目　　　標 進　　　め　　　る　　　べ　　　き　　　方　　　策

見守り・支え合いの充実を図る

2024.4.1スローガン ： みんなで紡ぐ法吉の福祉




